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１．PBL系演習の教育的意義
情報科学・情報工学を専攻とする理工系学部・

研究科（以下単に情報系学部と呼ぶ）では、近年
システム開発を代表事例としたPBL（Project-
Based Learning）の実践事例が見受けられます。
IT人材白書2011[1]によれば、調査対象の情報系の
教育機関のうちおよそ４割が、プロジェクトベー
スで情報システム開発を行う科目（いわゆるPBL
演習）を必修科目として開講しています。
情報系学部では、専門内容である情報通信技術

の進展が毎年著しく、情報技術者は常に最新の知
識・技術を求められるため、従来から専門知識及
び技術の習得に重点を置いて教育する傾向が強く
なりがちです。一方で、情報技術者は、企業や自
治体、各種法人を顧客として業務を遂行する事例
が多いため、彼らには実践的（経営的）感覚を身
に付けることも要求されます。これらの要求に対
応できる情報技術者の育成を課せられた情報系学
部において、専門内容に重点が置かれたカリキュ
ラムの下では、実践的感覚を磨くことは容易でな
く、PBLは有力な教育手段の一つとして選択され
ています。また、コミュニケーション能力をはじ
めとする社会人としての基礎的能力を身に付けさ
せる（あるいは身に付けるきっかけを与える）場
として、PBLは有効であると考えられています[2]。

２．「プロジェクトベース設計演習」の
位置付け

九州産業大学情報科学部は、大学で不足する実
践的知識を企業からの支援で、合わせて産業界で
不足する体系的な基礎知識を大学教員が技術セミ
ナの形式で、育成する技術者像を共有しながら双
方の不足を互いに補完し合うという、双方向型の
産学連携実践教育[3]（以下、単に教育）の仕組み
を、地場IT企業とともに構築しました。

図１に示すように、この教育は、連携企業か
らインストラクタを大学に迎えて学生を指導する
“逆インターンシップ”とも言うべき「プロジェ
クトベース設計演習」、教員が企業に出向き現役
技術者へ情報科学の専門教育を行う「組込み技術
者教育」、さらに2006 年度には大学教員向けFD
（Faculty Development：大学教員の教育能力開発)
プログラム「開発プロジェクト研修」[3]の、計３
件の取り組みから構成されています。

この教育の主要部である「プロジェクトベース
設計演習」（以下、単に演習）は、 2004年に経済
産業省の産学協同実践的IT 教育訓練支援事業の
支援を受け、産学協同で設計・開発されました。
以来、現在（2011年度）まで８年間もの間、継続
して実施されている息の長い演習です。この演習
は、学部３年次後学期の正規授業（プレ卒業研究
の位置付け）として実施され、2010年度からは
JABEE（日本技術者教育認定機構）認定プログラ
ム（情報及び情報関連分野）である「情報科学総
合コース」の必修科目として採用されています。
このことは、カリキュラムにおけるデザイン（設
計）教育の面で、学部がこの演習の重要性を認識
していることを意味しています。
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図１ 双方向型産学連携実践教育



（プロジェクトリーダー）をはじめ、進捗管理・
経費管理・開発リーダー等の各種役割が受講生そ
れぞれに割り当てられます。
また、二つの班が共同して一つの開発プロジェ

クトに当たるものとし、毎回の演習時には、班毎
の進捗ミーティングによる状況のフォローアップ
や、議事録の作成、終了時には日報を提出するこ
ととなっています。演習題材は、当初組込みシス
テムとして、LEGO社Mind Storms RCXを使用し
た自動車おもちゃの開発のみでしたが、2010年度
以降、Webアプリケーションとして、開発プロジェ
クト用日報管理システムの開発が追加されました。

成果発表会として、開発演習終了後、班毎にそ
の成果を発表します。この発表会は地域の企業に
呼びかけた、情報科学部産学懇談会の見学も兼ね、

質疑にはこの参加者も加わります。産学懇
談会は、今回の連携企業を含めた地場のIT
企業や自治体に出席を求め、学部の授業等
につき産業側の意見・評価を教員とともに
意見交換し学部授業の改善に役立てる目的
で年２回定期的に開催している取り組みです。
成果報告会直後、総括として、企業イン

ストラクタによる各班の演習結果の評価お
よび班毎に受講学生各自の感想・意見を討
議する場を設けています。ここでの意見は
次年度の本演習の改良に非常に有益です。

４．支援環境
前述のように、2010年度以降この演習は、
JABEE認定プログラム「情報科学総合コー
ス」の必修科目として採用されています。
このことは、この演習を実施する組織的な

支援体制が整備されていることも意味していま
す。学部として組織的な実施・支援体制が整備さ
れたことにより、ある特定の教員あるいは連携企業
側のキーマンである人物が、演習実施体制から離
れた場合でも、継続的に演習を実施することが可
能となっています。実際に、大学側の取りまとめ
担当教員はすでに３代目に、連携企業側も２代目

演習の特徴は、連携企業である、地元IT企業の
現役技術者の指導で、現実の開発プロジェクトの
運営を体験させる実践的な点です。演習で在学中
に現実のプロジェクト制を体験することで、受講
した学生は実社会における業務の知識が得られ、
就職後の業務がどのような内容であるかが理解で
きるようになります。このことは、この演習が情
報技術者に関するキャリア教育の意味合いを含ん
でいることを意味します。また、演習を受講する
ことにより、その他の授業において、どうしてこ
の勉強をしているのか、就職してどんなことにつ
ながっていくのか、どんなことを学ぶ必要がある
のかなど、授業へのモチベーション向上につなが
ることも期待されています。
表１にこれまでの実績データ（連携企業数、授

業回数、学生数、教員数、外部からの評価および
表彰）を示します。

３．「プロジェクトベース設計演習」の
内容

この演習は、講義、開発演習、およびまとめと
しての成果発表会と総括から構成されています。
講義は、開発演習を始めるにあたり、プロジェク
トとはどのようなものか、組込みシステム開発お
よびWebアプリケーション開発とはどのようなこ
とかを講義します。特に、実業務では品質・納
期・コストが重要であること、およびコミュニケー
ションの重要性を意識付ける内容となっています。

開発演習は、図２に示すような実施体制で行っ
ています。企業インストラクタが“顧客”役およ
び“技術サポート”役として全体のチームの指導
に当たり、 班毎には“上司”役に教員および企
業インストラクタ、“先輩”役として学生サポー
タが専任して指導に当たるものとしています。受
講生は各班に分かれ、それぞれの班においてPL
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表１　プロジェクトベース設計演習の実施実績

図２　「プロジェクトベース設計演習」実施体制
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に“代替わり”しています。また、連携企業の技
術者の演習参加とともに、参加教員数や学生サポ
ータ（いわゆるTA）の増員といった大学側の人
的体制を大学の支援の下で充実させています（詳
細は表１を参照）。

５．取り組み結果や今後の課題
これまでの演習実施において、前述した以外に

も次に示すような教育改善[4]を行っています。
●　複数班構成（１チーム２班）の体制でのプロ
ジェクト運営

●　演習題材数の増加：組込みシステム開発＋　
Webアプリケーション開発

● ミーティング等、顧客とのコミュニケーショ
ンの機会を増加

●　各種工程でのレビュー実施、書面での“バー
チャルな”レビューの実施

●　クラウド系サービスの利用（共有のメリット、
デメリットを実感させる）

●　技術面での演習内容の高度化
●　複数回の技術教育の実施・オーダーメイド化
●　役割担当の交代機会を学生に付与
●　複数回の“振り返り”による教育効果の浸透
●　成果発表会に向けたプレゼン練習の強化
これら教育内容の改良の効果を検証するため、

2011年度の演習終了直後の受講生に対してアンケー
ト調査を実施しました（N=45，回答率84.9% 回
答者数のうちJABEE認定コース学生は25名）。そ
の具体的データの一部を以下にご紹介します。
図３および図４で示すように、ほぼ全員の受講

生がこの演習の趣旨および産学連携の意義を理解
してくれていました。JABEE認定コースの必修科
目となり、演習の規模が大きくきめ細やかな教育
指導が用意でなくなっているにも関わらず、例年
と同様の傾向を示していたことは、演習を実施す
る立場として非常に勇気付けられる結果でした。
図５では、Q（Quality）C（Cost）D（Delivery）
を意識したプロジェクト管理についての理解が、
おおむね受講生に浸透していることを示していま
す。ただ、図４の結果と合わせてみた結果、単に
開発プロジェクトの体験をしただけという理解レ
ベルに留まっている受講生が一部存在していたこ
とがうかがえ、今後の演習実施の課題の一つと言
えます。
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図４　アンケート結果（開発プロジェクト体験）

図５　アンケート結果（プロジェクト管理）

図３　アンケート結果（産学連携の取り組み）
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